
 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－１．意匠の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

４－１．意匠の各ステージのBIMによる成果物

意匠
■ S0　　企画

企画

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 団地内建替えボリュームモデルの作成

【BIMデータ】

BIM 団地内建替えボリュームモデルの作成

配置情報、平面情報、断面情報、面積情報（マス）

簡易法チェック（法日影、団地内日影等）

・レベル仮設定　・原点決定

・空間要素（マス）：配棟、住棟(連戸数、階数)、住戸数、総専有面積

成果品

【図書】

BIM 配置計画図、機能図（ゾーニング図）、面積表

2D

図書
計画概要、設計・工事スケジュール等、団地全体コンセプト、

仮設計画（工区分け、工事動線、工事ステップ）、工事費概算書

企
画

企画　成果品

S0 STAGE　0  　 

事業計画の検討・立案（事業の可能性の検討）

建物ボリューム（配棟検討）

〔平面〕配置図

〔平面・Dynamo〕簡易法チェック（日影図）

〔表〕面積表

〔3D・Dynamo〕簡易CG
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－１．意匠の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

意匠
 ■　S1　　基本計画

基本計画

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 ゾーニングボリュームモデル、全体単線プランの作成

【基本計画BIM】

BIM ボリュームモデル、全体単線プランの作成

配置情報（付属棟含む）、ゾーニング平面情報、断面情報、面積情報（部屋）

簡易法チェック（法日影、団地内日影等）

標準住戸プラン配置情報（スパン、概略専有面積、間取り比率）

住戸鳥かご表(住戸規模・間取り配置情報)

主な機械諸室の面積情報（受水槽・ポンプ室、電気室等）

・通り芯　・レベル仮設定　・空間要素（部屋）:概略配置

成果品

【図書】

BIM 配置計画図、概略平面計画図、面積表、断面計画図 兼 住戸鳥かご表（住戸規模･間取り配置情報）

2D

図書
基本計画概要書、設計・工事スケジュール表

工事費概算書

全体インフラ計画(現況埋設配管)、建替えエリア配置コンセプト

全体・共用計画

全体

・

共用

企
画

基本計画　成果品

S1 STAGE　1  　 

条件整理のための建築計画の検討・立案

建物ボリューム

〔平面〕単線平面図

〔断面〕断面計画図 兼 住戸鳥かご表

〔平面〕配置図

〔表〕面積表 〔表〕住戸タイプ別面積表

〔平面〕単線平面図（用途塗分け図）
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－１．意匠の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

意匠
 ■　S1　　基本計画

基本計画

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 標準住戸プランの配置検討、確認

【基本計画BIM】

BIM 2D住戸オブジェクトを使った、標準住戸プランの配置検討、確認

標準住戸プラン配置（間口奥行、左右勝手、MB等の設備位置、階段・EVとの位置）

・2D住戸オブジェクト

成果品

【図書】

BIM 住戸一覧表（標準住戸）

2D

図書

標準住戸プランの配置検討

住戸計画

住戸

企
画

STAGE　1  　 S1

基本計画　成果品

〔平面〕住戸プラン一覧表（標準住戸）

※S1時点の住戸プラン一覧表は標準住戸カタログ内にある一覧表を使用

〔平面〕2D住戸オブジェクト（標準住戸プラン）〔平面〕単線平面図（住戸配置検討図）
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－１．意匠の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

意匠
 ■　S2　　基本設計

基本設計

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 基本設計BIMの作成

【基本設計BIM】

BIM 基本的な機能・性能を定義した全体モデルの作成

配置情報、外構情報、平面情報（付属棟含む）、断面情報、

立面情報、面積情報（部屋）、仕上情報

・通り芯、レベル決定　

・柱：配置（性能・仕様）　・壁：配置（性能・仕様）面積芯仮設定

・床：配置（性能・仕様）　・建具：配置（両・片開・防火性能・仕様）

・天井：配置（性能・仕様）　・機械室/設備シャフト概略設定

・階段/EVコア概略設定　・階高/地下深さ/最高高さ設定

主要部矩計図＊1)　・法チェック図（防火防煙区画、排煙種別、避難計画）

※ 機器等は一般（ジェネリック）オブジェクトを標準とする

成果品

【図書】

BIM 仕上概要表、面積表及び求積図、配置図、平面図（各階）、断面図、立面図、矩計図、平面図

2D

図書
計画説明書、仕様概要書、設計概要書、設計・工事スケジュール表、敷地案内図、工事費概算書

基本的な機能・性能の設定

全体・共用計画

設
計

S2 STAGE　2  　 

基本設計　成果品

全体

・

共用

全体モデル

〔平面〕平面図

＊1)主要矩計図等の図面は、BIM上の２D加筆も併用して作成する。

〔表〕面積表 〔表〕住戸タイプ別面積表

〔平面〕平面図（用途塗分け図）

〔平面〕法チェック図

〔表〕共用部内部仕上表
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－１．意匠の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

意匠
 ■　S2　　基本設計

基本設計

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 基本設計BIMの作成（標準住戸、特殊住戸）

【基本設計BIM】

BIM 基本的な機能・性能を定義した住戸モデルの作成（標準住戸、特殊住戸）

配置情報、平面情報(標準プラン・特殊プラン)、断面情報、

面積情報（部屋）、仕上情報

・壁：配置（性能・仕様）面積芯仮設定　・床：配置（性能・仕様）

・天井：配置（性能・仕様）　・建具：配置（両・片開・引き・性能・仕様）

・住設ファミリ：配置　・天井高：仮設定

床下げ範囲、梁貫通、壁貫通(意匠躯体モデル)

※ 機器等は一般（ジェネリック）オブジェクトを標準とする

成果品

【図書】

BIM 住戸仕上表、住戸詳細（S2表現）、住戸一覧表（標準住戸＋特殊住戸）、構造説明図

2D

図書
計画説明書（住戸計画）、仕様･設備概要書

住戸 基本的な機能・性能の確定

住戸計画

設
計

STAGE　2  　 S2

基本設計　成果品

全体モデル

〔平面・表〕住戸設計総合図（S2表現）

〔平面・表〕構造より受領した躯体寸法表 ※８章参照

住戸モデル
住戸位置図住戸諸元

平面図

〔平面〕住戸プラン一覧表（標準住戸＋特殊住戸）

〔表〕住戸仕上表
柱、壁、梁（符号、サイズ）

〔平面図〕住戸入り平面図
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－１．意匠の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

意匠
 ■　S3　　実施設計1（確定設計）　本票はS3、S4は一体で発注することを想定しています

実施設計1
（確定設計）

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

実施設計1BIMの作成

基本設計BIMを用いた86認定図面、各種届出関係申請図の作成

【実施設計1BIM】

BIM 全体モデルの詳細仕様情報の追加

配置情報、平面情報、断面情報、立面情報、展開情報、天井伏情報、

建具情報、面積情報（エリア）、仕上情報

・柱：詳細仕様追加　・壁：詳細仕様追加（面積芯決定）　

・床：詳細仕様追加（スラブ厚さ）　・建具：詳細仕様追加　・天井：配置　

・機械室/シャフト確定　・階段/EV確定　・階高/天井高/地下深さ　・最高高さ確定　

矩計図＊1)、平面詳細図＊1)、部分詳細図（主要部）＊1)、

階段詳細図＊1)、法チェック図（防火防煙区画図、避難計画図、換気・採光チェック図）

※ 機器等は一般（ジェネリック）オブジェクトを標準とする

■ 法第86条の認定、各種条例手続き

基本設計等の情報を基に、計画通知前に必要な協議図書の作成

成果品

【図書】

BIM 仕上表、面積表及び求積図、配置図、平面図（各階）、断面図、立面図（各面）、

展開図、天井伏図、建具表、矩計図、平面詳細図、部分詳細図（主要部）、階段詳細図
2D

図書
建築物概要書、設計・工事スケジュール表、特記仕様書、敷地案内図、各種計算書、部分詳細図（各主要部）

※上記はS3発注の際の成果品になります。S3,S4を一まとめとし、「実施設計」として発注する場合には、S3の成果品はありません。

機能・性能に基づいた一般図の確定

全体・共用計画

設
計

実施設計1（確定設計）

S3 STAGE　3  　 

業務目標

全体

・

共用

〔平面〕平面図

＊1)積算用図書、工事請負契約設計図書について、詳細図、矩計図等の図面は、BIM上の２D加筆も併用して作成する。

全体モデル

〔表〕面積表 〔表〕住戸タイプ別面積表

〔平面〕求積図 〔表〕求積表 〔平面・表〕住戸求積図

〔立面〕建具姿図 〔表〕建具表
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－１．意匠の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

意匠
 ■　S3　　実施設計1（確定設計）　本票はS3、S4は一体で発注することを想定しています

実施設計1
（確定設計）

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

実施設計1BIMの作成（標準住戸、特殊住戸）

基本設計BIMを用いた86認定図面、各種届出関係申請図の作成

【実施設計1BIM】

BIM 住戸モデルの詳細仕様情報の追加（標準住戸、特殊住戸）

配置情報、平面情報、断面情報、展開情報、天井伏情報、建具情報、

面積情報（部屋）、仕上情報

・壁（断熱材含む）：詳細仕様追加（面積芯決定）　・床（断熱材含む）：詳細仕様追加

・建具：詳細仕様追加　・天井（断熱材含む）：配置　・天井高：確定

住戸矩計図＊1)、住戸平面詳細図＊1)

※ 機器等は一般（ジェネリック）オブジェクトを標準とする

成果品

【図書】

BIM 住戸壁種別図、住戸平面詳細図(住戸仕上表、住戸建具表、住戸矩計、住戸展開、断熱範囲）

2D

図書
部分詳細図（各主要部）

※上記はS3発注の際の成果品になります。S3,S4を一まとめとし、「実施設計」として発注する場合には、S3の成果品はありません。

業務目標

住戸 機能・性能に基づいた一般図と主な詳細図の確定

住戸計画

設
計

STAGE　3  　 S3

実施設計1（確定設計）

＊1)積算用図書、工事請負契約設計図書について、詳細図、矩計図等の図面は、

BIM上の２D加筆も併用して作成する。

住戸モデル
全体モデル

断面展開図

住戸位置図住戸諸元

建具表

（符号、サイズ、個数）

仕上表

平面詳細図（建具符号、壁符号、設備プロット）

天井伏図（設備プロット） 断面展開図（設備プロット）

断熱案内図（床、壁、天井）

〔製図ビュー〕住戸壁種別図
〔平面・断面・表〕住戸設計総合図-1（S4表現）

〔平面・展開〕住戸設計総合図-2（S4表現） 〔立面〕住戸建具姿図
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－１．意匠の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

意匠
 ■　S4　　実施設計2（詳細設計）　本票はS3、S4は一体で発注することを想定しています

実施設計2
（詳細設計）

項目 凡例 BIMモデルイメージ例

実施設計2BIMの作成

実施設計2BIM等から計画通知申請図書の作成

【実施設計2BIM】

BIM S3情報に基づく図面化・特殊詳細図

S3の情報に加え、特殊詳細図の調整＊1)

※ 機器等は一般（ジェネリック）オブジェクトを標準とする

■ 計画通知申請図書等の作成

実施設計1 BIM等の情報を基に、計画通知等に必要な図書の作成

成果品

【図書】

BIM S3図書の更新版及び部分詳細図等の追加

2D

図書
建築物概要書、設計・工事スケジュール表、仕様書*1）、敷地案内図、

積算数量調書、内訳明細書、各種計算書、部分詳細図、その他計画通知に必要な図書

全体

・

共用

全体・共用計画

BIMデータと図書　例

設
計

実施設計2（詳細設計）

S4 STAGE　4  　 

業務目標

設計意図に合致した建築物の工事費の適正な見積りが可能な

設計図書の作成

＊1)仕様書の内、BIMと連携可能な範囲は、ツール等の開

発によりBIMで作成していくことを想定する。

＊1)積算用図書、工事請負契約設計図書について、詳細図、矩計図等の図面は、

階段オブジェクト 〔平面・断面〕階段詳細図標準詳細図

全体モデル

階段オブジェクト 階段オブジェクト＋手すり＋階段 階段オブジェクト 〔断面〕階段詳細図

階段オブジェクト＋手すり＋階段＋2D加筆
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－１．意匠の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

意匠
 ■　S4　　実施設計2（詳細設計）　本票はS3、S4は一体で発注することを想定しています

実施設計2
（詳細設計）

項目 凡例 BIMモデルイメージ例

実施設計2BIMの作成（標準住戸、特殊住戸）

実施設計2BIM等から計画通知申請図書の作成

【実施設計2BIM】

BIM S3情報に基づく図面化・特殊詳細図

S3の情報に加え、特殊詳細図の調整＊1)

※ 機器等は一般（ジェネリック）オブジェクトを標準とする

成果品

【図書】

BIM S3図書の更新版及び部分詳細図等の追加

2D

図書
部分詳細図

BIMデータと図書　例

業務目標

住戸

住戸計画

設
計

STAGE　4  　 S4 設計意図に合致した建築物の工事費の適正な見積りが可能な

設計図書の作成 実施設計2（詳細設計）

階段詳細図

＊1)積算用図書、工事請負契約設計図書について、詳細図、矩計図等の図面は、

BIM上の２D加筆も併用して作成する。

全体モデル

住戸モデル

〔2D〕特殊詳細図（システム収納） 〔2D〕特殊詳細図（キッチン）

階段詳細図

加筆

 
4-9



 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－２．構造の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

４－２．構造の各ステージのBIMによる成果物

構造
 ■　S2　　基本設計

基本設計

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 基本設計BIMの作成

【基本設計BIM】

BIM 解析モデル範囲の構造部材の配置

・柱、大梁、耐震壁、基礎梁、二次部材、基礎

　（柱、大梁、耐震壁、基礎梁の仮定断面情報）

※意匠躯体モデルにより確認

※構造基本設計図書内の構造概要図等にも利用。

※スラブ下がり範囲については、BIM上の2D加筆等により示す。

※外部階段やバルコニー等は外形ラインをBIM上の2D加筆等により示す。

成果品

【図書】

BIM 意匠躯体モデル、意匠躯体モデルから作成した構造概要図

2D

図書
構造計画説明書、構造設計概要書、工事費概算書

※構造設計概要書については、基礎工法比較検討資料、上記BIMモデルから切り出した基準階伏図（仮定断面キープラン）、

　1階・基礎伏図、基礎底レベルがわかる軸組図を含む

全体・共用計画

設
計

基本設計　成果品

S2 STAGE　2

基本的な機能・性能の設定

仮定断面表のイメージ例

構造BIMモデル例（意匠躯体モデル）

略伏図のイメージ例

略軸組図のイメージ例
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－２．構造の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

構造
 ■　S3　　実施設計1（確定設計）

実施設計1
（確定設計）

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 実施設計1BIMの作成

【実施設計1BIM】

BIM S2で作成されたモデルの更新及び寸法等の確定

（柱、大梁、耐震壁、小梁等の外径寸法及び配置）

※S3,S4を一まとめとし、「実施設計」として発注する場合には、S3の成果品は不要。

※意匠躯体モデルによる

成果品

【図書】

BIM 意匠躯体モデル、意匠躯体モデルから作成した伏図（各階）、軸組図

※上記はS3発注の際の成果品になります。S3,S4を一まとめとし、「実施設計」として発注する場合には、S3の成果品はありません。

2D

図書
部材断面表、仕様書、構造基準図、部分詳細図（主要部）、工事費概算書

※部材断面表については、BIM上の2D加筆又は2D図書の併用可とする。

※上記はS3発注の際の成果品になります。S3,S4を一まとめとし、「実施設計」として発注する場合には、S3の成果品はありません。

全体・共用計画

設
計

実施設計1（確定設計）

S3 STAGE　3

機能・性能に基づいた一般図の確定

 
4-11



 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－２．構造の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

構造
 ■　S4　　実施設計2（詳細設計）

実施設計2
（詳細設計）

項目 凡例 BIMモデルイメージ例

業務目標 実施設計2BIMの作成

実施設計2BIM等から計画通知図書の作成

【実施設計2BIM】

BIM 構造部材の配置情報

・柱、大梁、耐震壁、雑壁*1、基礎梁、小梁、基礎、杭

構造部材の断面情報（配筋等詳細仕様の確定）

・柱、大梁、耐震壁、基礎梁、床スラブ、小梁、基礎、杭

※構造BIMモデルによる

※BIM上の2D加筆も併用して図面化する

*1：MBボックス廻りの構造上重要ではない雑壁等はモデル化不要（BIM上の2D加筆でも可）とする。

■計画通知申請図書等の作成

　・実施設計2BIM等から、計画通知等に必要な図書の作成

成果品

【図書】

BIM 構造BIMモデル、構造BIMモデルから作成した伏図（各階）、軸組図

2D

図書
部材断面表、仕様書、構造基準図、部分詳細図、構造計算書、工事費概算書、その他計画通知等に必要な図書

※部材断面表については、BIM上の2D加筆又は2D図書の併用可とする。

設
計

STAGE　4
工事を的確に行うことが可能な設計図書

の作成
実施設計2（詳細設計）

S4

全体・共用計画

BIMデータと図書　例

構造BIMモデル例床伏図のイメージ例
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

電気
 ■　S2　　基本設計

基本設計

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 基本設計BIMの作成

【基本設計BIM】

BIM ・空間要素の設定（用途・性能）＊

電気機器の配置と主要能力の入力

・受変電設備機器、発電機、配電盤、分電盤、動力盤等

：配置（主要能力）＊

インフラ供給ルートの入力

・電力・通信インフラ引込ルートの入力＊

共用部幹線ルートの入力

・共用部幹線ルートの入力＊

成果品

※ 機器等は一般（ジェネリック）

オブジェクトを標準とする

【図書】
2D

図書
電気設備計画説明書、電気設備設計概要書、工事費概算書、各種技術資料 ※説明書・概要書には、単線結線図や主要機器

　搬出入計画を含む

設
計

基本設計　成果品

S2

全体・共用計画

STAGE　2  　 全体

・

共用

基本的な機能・性能の設定

引込開閉器盤

19インチラック(防犯カメラ用)

19インチラック(LAN用)

非常コンセント用蓄電池盤

非常コンセント用蓄電池盤
共用灯分電盤

非常コンセント盤

分電盤

弱電用機器収納箱

電力量計取付板
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

電気
 ■　S2　　基本設計

基本設計

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 基本設計BIMの作成

【基本設計BIM】

BIM 電気機器・器具の配置と主要能力の入力

・分電盤：配置（主要能力）＊

・全器具：配置（仕様）＊

標準MB詳細の反映

・MB内配管詳細の反映＊

成果品

※ 機器等は一般（ジェネリック）

オブジェクトを標準とする

【図書】
2D

図書
電気設備計画説明書、電気設備設計概要書、工事費概算書、各種技術資料 ※説明書・概要書には、単線結線図や主要機器

　搬出入計画を含む

住戸計画

設
計

S2

基本設計　成果品

STAGE　2  　 

住戸 基本的な機能・性能の確定

標準住戸モデルを配置して
微調整

感知器

引掛シーイングローゼット

コンセント
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

電気
 ■　S3　　実施設計1（確定設計）　本票はS3、S4は一体で発注することを想定しています

実施設計1
（確定設計）

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 実施設計1BIMの作成

【実施設計1BIM】

BIM ・空間要素モデルへの仕様情報の追記、詳細仕様調整

電気機器の配置と主要能力・詳細仕様の入力

・受変電設備機器、発電機、配電盤、分電盤、動力盤等

：配置（主要能力,詳細仕様）

照明器具の配置と仕様の入力

・照明器具：配置(仕様)

・非常照明器具：配置（仕様）

他、全器具類の配置と仕様入力

・全器具類：配置（仕様）

インフラ供給ルートの入力(S2と同じ)

・電力・通信インフラ引込ルートの入力

共用部幹線ルートの入力

・共用部幹線ルートの入力

成果品 梁貫通スリーブの入力

※ 機器等は一般（ジェネリック）

オブジェクトを標準とする

【図書】

BIM 配置図、幹線平面図（メインルート、盤プロット）

2D

図書
仕様書、幹線系統図（主要部）、部分詳細図（各主要部）、

主要なインフラ図、工事費概算書

※上記はS3発注の際の成果品になります。S3,S4を一まとめとし、「実施設計」として発注する場合には、S3の成果品はありません。

設
計

実施設計1（確定設計）

S3

全体・共用計画

STAGE　3  　 全体

・

共用

機能・性能に基づいた一般図の確定

S2モデルを元に、
構造取り合いの最終調整
(特にピットなど)

幹線ケーブル
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

電気
 ■　S3　　実施設計1（確定設計）　本票はS3、S4は一体で発注することを想定しています

実施設計1
（確定設計）

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 実施設計1BIMの作成

【実施設計1BIM】

BIM 電気機器・器具の配置と主要能力・詳細仕様の入力

・分電盤：配置（主要能力,詳細仕様）

・全器具類：配置（仕様）(S2と同じ)

標準MB詳細の反映

・MB内配管詳細の反映

梁貫通スリーブの入力

成果品

※ 機器等は一般（ジェネリック）

オブジェクトを標準とする

【図書】

BIM

2D

図書

住戸計画

設
計

S3

実施設計1（確定設計）

STAGE　3  　 

住戸 機能・性能に基づいた一般図と主な詳細図の確定

モデルは
S2と同じ

感知器

引掛シーイングローゼット

コンセント
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

電気
 ■　S4　　実施設計2（詳細設計）　本票はS3、S4は一体で発注することを想定しています

実施設計2
（詳細設計）

項目 凡例 BIMモデルイメージ例

業務目標 実施設計2BIMの作成

実施設計2BIM等から計画通知申請図書の作成

【実施設計2BIM】

BIM 実施設計1BIMに加えて

・空間要素の詳細仕様調整

平面図　作成

成果品

※ 機器等は一般（ジェネリック）オブジェクトを標準とする

■ 計画通知申請図書等の作成

実施設計2BIM等から、計画通知等に必要な図書の作成

【図書】

BIM 配置図、負荷表

電灯・コンセント設備平面図（各階）、動力設備平面図（各階）、

通信・情報設備平面図（各階）、火災報知等設備平面図（各階）、

その他設置設備設計図、屋外設備図

仕様書1)、敷地案内図、受変電設備図、非常電源設備図、幹線系統図1)、

通信・情報設備系統図1)、火災報知等設備系統図1)、

工事費概算書、各種計算書、その他計画通知に必要な図書

2D

図書

設
計

実施設計2（詳細設計）

S4

全体・共用計画

BIMデータと図書　例

STAGE　4  　 全体

・

共用

設計意図に合致した建築物の工事費の適正な見積りが可能な

設計図書の作成

※現段階でBIMで作成することが困難なものは、

2D図書で作成しても良いものとするが、今後

BIMオブジェクトの整備や効率化可能なソフ

ト開発等の進展に合わせて、BIMで作成して

いくことを想定する。

＊1)仕様書及び系統図の内、BIMと連携可能な

範囲は、ツール等の開発によりBIMで作成

していくことを想定する。

〔平面〕共用灯設備平面の例

モデルは
S3と同じ

※設備も、BIM上で2D加筆も用いて平面図や詳細図を作成し、工事請負契約図書との不整合が無いものを想定する。

更に、少なくとも区画貫通部までのメインルートの3Dモデリングを行い、意匠、構造、設備の整合性を確認したモデルとする。

保温寸法や空き寸法等を考慮した寸法を追って確認したほうが良い整合性については、クリティカルとなる平面、断面の確認を行う。
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

電気
 ■　S4　　実施設計2（詳細設計）　本票はS3、S4は一体で発注することを想定しています

実施設計2
（詳細設計）

項目 凡例 BIMモデルイメージ例

業務目標 実施設計2BIMの作成

実施設計2BIM等から計画通知申請図書の作成

【実施設計2BIM】

BIM 実施設計1BIMに加えて

・空間要素の詳細仕様調整

詳細図　作成

・配線を入力

成果品

※ 機器等は一般（ジェネリック）オブジェクトを標準とする

■ 計画通知申請図書等の作成

実施設計2BIM等から、計画通知等に必要な図書の作成

【図書】

BIM 電灯・コンセント設備平面図（各階）、動力設備平面図（各階）、

通信・情報設備平面図（各階）、火災報知等設備平面図（各階）、

その他設置設備設計図

仕様書1)、

工事費概算書、各種計算書、その他計画通知に必要な図書

住戸計画

設
計

S4

実施設計2（詳細設計）

STAGE　4  　 

BIMデータと図書　例

住戸
設計意図に合致した建築物の工事費の適正な見積りが可能な

設計図書の作成

2D

図書

※現段階でBIMで作成することが困難なものは、

2D図書で作成しても良いものとするが、今後

BIMオブジェクトの整備や効率化可能なソフ

ト開発等の進展に合わせて、BIMで作成して

いくことを想定する。

＊1)仕様書及び系統図の内、BIMと連携可能な

範囲は、ツール等の開発によりBIMで作成

していくことを想定する。

〔平面〕強電設備平面の例

※設備も、BIM上で2D加筆も用いて平面図や詳細図を作成し、工事請負契約図書との不整合が無いものを想定する。

更に、少なくとも区画貫通部までのメインルートの3Dモデリングを行い、意匠、構造、設備の整合性を確認したモデルとする。

保温寸法や空き寸法等を考慮した寸法を追って確認したほうが良い整合性については、クリティカルとなる平面、断面の確認を行う。

感知器

引掛シーイングローゼット

コンセント

モデルは
S2と同じ
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

４－４．機械設備の各ステージのBIMによる成果物

機械
 ■　S2　　基本設計

基本設計

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 基本設計BIMの作成

【基本設計BIM】

BIM ・空間要素の設定（用途・性能）＊

設備機器の配置と主要能力の入力

・設備機器：配置（主要能力）＊

インフラ供給ルートの入力

・給排水・ガス等インフラ引込ルートの入力＊

共用部配管ルートの入力

・インフラ協議の上、

　給排水・ガス等共用部配管ルートの入力＊

成果品

※ 機器等は一般（ジェネリック）オブジェクトを標準とする

【図書】

＜給排水衛生設備＞

2D

図書
給排水衛生設備計画説明書、給排水衛生設備設計概要書、

工事費概算書、各種技術資料

＜空調換気設備＞

2D

図書
空調換気設備計画説明書、空調換気設備設計概要書、

工事費概算書、各種技術資料

設
計

基本設計　成果品

S2 全体

・

共用

基本的な機能・性能の設定

STAGE　2  　 

全体・共用計画

※説明書・概要書には、概略フロー図や主要機器

　搬出入計画を含む

受水タンク
有圧扇

給水ポンプ
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

機械
 ■　S2　　基本設計

基本設計

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 基本設計BIMの作成

【基本設計BIM】

BIM 設備機器・器具の配置と主要能力の入力

・設備機器：配置（主要能力）＊

・設備器具：配置（主要能力）＊

住戸内ダクト・配管ルートの入力

・住戸内ダクト・配管ルートの入力＊

標準MB詳細の反映

・MB内配管詳細の反映＊

成果品

※ 機器等は一般（ジェネリック）オブジェクトを標準とする

【図書】

＜給排水衛生設備＞

2D

図書
給排水衛生設備計画説明書、給排水衛生設備設計概要書、

工事費概算書、各種技術資料

＜空調換気設備＞

2D

図書
空調換気設備計画説明書、空調換気設備設計概要書、

工事費概算書、各種技術資料

※説明書・概要書には、概略フロー図や主要機器

　搬出入計画を含む

STAGE　2  　 

住戸 基本的な機能・性能の確定

住戸計画

設
計

S2

基本設計　成果品

標準住戸モデルを配置して
微調整

排気ダクト

スリーブ

MB

配管

レンジフード

換気扇

吸込口
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

機械
 ■　S2　　基本設計

基本設計

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 基本設計BIMの作成

【基本設計BIM】

BIM

成果品

2D

図書

基本設計　成果品

STAGE　2  　 全体

・

共用

基本的な機能・性能の設定

全体・共用計画

設
計

S2

給水引込配管

(2D加筆でも可能)

増圧給水ポンプ
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

機械
 ■　S3　　実施設計1（確定設計）　本票はS3、S4は一体で発注することを想定しています

実施設計1
（確定設計）

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 実施設計1BIMの作成

【実施設計1BIM】

BIM ・空間要素モデルへの仕様情報の追記、詳細仕様調整

設備機器の配置と主要能力の入力

・設備機器：配置（主要能力,詳細仕様）

インフラ供給ルートの入力(S2と同じ)

・給排水・ガス等インフラ引込ルートの入力

共用部配管ルートの入力

・給排水・ガス等共用部配管ルートの入力

・各種計算書(換気等の一部)

梁貫通スリーブの入力

成果品

【図書】

BIM 配置図、機器表（主な仕様）、設備平面図（メインルート、機器プロット）

2D

図書
仕様書、設備系統図（主要部）、部分詳細図（各主要部）、

主要なインフラ図、工事費概算書

※上記はS3発注の際の成果品になります。S3,S4を一まとめとし、「実施設計」として発注する場合には、S3の成果品はありません。

設
計

実施設計1（確定設計）

S3

全体・共用計画

STAGE　3  　 全体

・

共用

機能・性能に基づいた一般図の確定

S2モデルを元に、
構造取り合いの最終調整(特にピットなど)
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

機械
 ■　S3　　実施設計1（確定設計）　本票はS3、S4は一体で発注することを想定しています

実施設計1
（確定設計）

項目 凡例 BIMデータと図書　例 BIMモデルイメージ例

業務目標 実施設計1BIMの作成

【実施設計1BIM】

BIM 設備機器・器具の配置と主要能力の入力

・設備機器：配置（主要能力,詳細仕様）

・設備器具：配置（主要能力,詳細仕様）

住戸内ダクト・配管ルートの入力(S2と同じ)

・住戸内ダクト・配管ルートの入力

標準MB詳細の反映(S2と同じ)

・MB内配管詳細の反映

・各種計算書(換気等の一部)

梁貫通スリーブの入力

※ 機器等は一般（ジェネリック）オブジェクトを標準とする

成果品

【図書】

BIM

2D

図書

住戸計画

設
計

S3

実施設計1（確定設計）

STAGE　3  　 

住戸 機能・性能に基づいた一般図と主な詳細図の確定

モデルは
S2と同じ
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

機械
 ■　S4　　実施設計2（詳細設計）　本票はS3、S4は一体で発注することを想定しています

実施設計2
（詳細設計）

項目 凡例 BIMモデルイメージ例

業務目標 実施設計2BIMの作成

実施設計2BIM等から計画通知申請図書の作成

【実施設計2BIM】

BIM 実施設計1BIMに加えて

平面図、詳細図　作成

成果品

※ 機器等は一般（ジェネリック）オブジェクトを標準とする

■ 計画通知申請図書等の作成

実施設計2BIM等から、計画通知等に必要な図書の作成

【図書】

＜給排水衛生設備＞

BIM 配置図、機器表、器具表

給排水衛生設備配管平面図（各階）

消火設備平面図（各階）、その他設置設備設計図、屋外設備図

2D

図書
仕様書1)、敷地案内図、給排水衛生設備配管系統図1)、消火設備系統図1)、

排水処理設備図、部分詳細図、工事費概算書、

各種計算書、その他計画通知に必要な図書

＜空調換気設備＞

BIM 配置図、機器表、器具表

空調設備平面図（各階）、換気設備平面図（各階）、

その他設置設備設計図、屋外設備図

2D

図書
仕様書1)、敷地案内図、空調設備系統図1)、換気設備系統図1)、

部分詳細図、工事費概算書、各種計算書、その他計画通知に必要な図書

設
計

実施設計2（詳細設計）

S4

全体・共用計画

BIMデータと図書　例

STAGE　4  　 全体

・

共用

設計意図に合致した建築物の工事費の適正な見積りが可能な

設計図書の作成

※設備も、BIM上で2D加筆も用いて平面図や詳細図を作成し、工事請負契約図書との不整合が無いものを想定する。

更に、少なくとも区画貫通部までのメインルートの3Dモデリングを行い、意匠、構造、設備の整合性を確認したモデルとする。

保温寸法や空き寸法等を考慮した寸法を追って確認したほうが良い整合性については、クリティカルとなる平面、断面の確認を行う。

※現段階でBIMで作成することが困難なものは、

2D図書で作成しても良いものとするが、今

後BIMオブジェクトの整備や効率化可能なソ

フト開発等の進展に合わせて、BIMで作成し

ていくことを想定する。

＊1)仕様書及び系統図の内、BIMと連携可能な

範囲は、ツール等の開発によりBIMで作成

していくことを想定する。

〔平面〕給排水配管平面の例

モデルは
S3と同じ
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 ４．各ステージの意匠・構造・電気・設備のBIMデータ成果物（詳細）
４－３．電気設備の各ステージのBIMによる成果物

 集合住宅設計BIM　 この表は「設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会  第１版」を参照しています

機械
■ S4　　実施設計2（詳細設計）　本票はS3、S4は一体で発注することを想定しています

実施設計2
（詳細設計）

項目 凡例 BIMモデルイメージ例

業務目標 実施設計2BIMの作成

実施設計2BIM等から計画通知申請図書の作成

【実施設計2BIM】

BIM 実施設計1BIMに加えて

詳細図　作成

成果品

※ 機器等は一般（ジェネリック）オブジェクトを標準とする

■ 計画通知図書等の作成

実施設計2BIM等から、計画通知等に必要な図書の作成

【図書】

＜給排水衛生設備＞

BIM 機器表、器具表

給排水衛生設備配管平面図（各階）

2D

図書
仕様書1)、部分詳細図、工事費概算書、

各種計算書、その他計画通知に必要な図書

＜空調換気設備＞

BIM 機器表、器具表

空調設備平面図（各階）、換気設備平面図（各階）、

2D

図書
仕様書1)、

部分詳細図、工事費概算書、各種計算書、その他計画通知に必要な図書

住戸計画

設
計

S4

実施設計2（詳細設計）

STAGE　4  　 

BIMデータと図書　例

住戸
設計意図に合致した建築物の工事費の適正な見積りが可能な

設計図書の作成

〔平面〕給排水配管平面の例

※現段階でBIMで作成することが困難なものは、

2D図書で作成しても良いものとするが、今

後BIMオブジェクトの整備や効率化可能なソ

フト開発等の進展に合わせて、BIMで作成し

ていくことを想定する。

＊1)仕様書及び系統図の内、BIMと連携可能な

範囲は、ツール等の開発によりBIMで作成

していくことを想定する。

モデルは
S2と同じ

※設備も、BIM上で2D加筆も用いて平面図や詳細図を作成し、工事請負契約図書との不整合が無いものを想定する。

更に、少なくとも区画貫通部までのメインルートの3Dモデリングを行い、意匠、構造、設備の整合性を確認したモデルとする。

保温寸法や空き寸法等を考慮した寸法を追って確認したほうが良い整合性については、クリティカルとなる平面、断面の確認を行う。

〔平面〕換気設備平面の例
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